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Xeroxとの契約の変化Xeroxとの契約の変化

 2019年11⽉に富⼠フイルムホールディングスが⽶ 2019年11⽉に富⼠フイルムホールディングスが⽶
国Xerox Corporation（以下、Xerox）保有の
富⼠ゼロックス株式25％を取得

略 ピ Xeroxとの共同事業契約を解消
 ワールドワイドでOEM供給の拡⼤を可能にす

約 締結

戦略決定のスピード向上。
 OEMによるグローバル展開

を可能に。
る新たな契約を締結

 Xeroxへの中⻑期的な製品供給の継続
(パ トナ としての関係性は維持)(パートナーとしての関係性は維持)

約100億円/年のブランドロ
イヤルティ⽀払い終了。

 2020年1⽉6⽇、Xeroxとの技術／ブランドライセ
ンスや販売テリトリーなどを規定した技術契約

富⼠フイルムブランドでのグ
ローバル事業展開を可能に。

ンスや販売テリトリーなどを規定した技術契約
(Technology Agreement)を、2021年3⽉31
⽇をもって終了することを発表。
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今後のドキュメント事業の⽅向性今後のドキュメント事業の⽅向性

グロ バル市場に対する事業展開強化グローバル市場に対する事業展開強化
新たな成⻑に向けたスピーディな判断
富⼠フイルムグループとしてのシナジーの追求
蓄積 きた技術/ビ ネ 基盤 維持 更な 成⻑蓄積してきた技術/ビジネス基盤の維持、更なる成⻑
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2021年4⽉以降の社名について2021年4⽉以降の社名について

富⼠フイルム ビジネス イノベーション株式会社

富⼠フイルムホールディングスは、Value from Innovationをコーポレートスローガンに富 フイ ホ ディ グス 、 ポ トス ガ
掲げています。新社名には、今後の幅広い事業領域への拡⼤を⽬指し、「富⼠フイルム
グループの企業として、常にビジネスに⾰新をもたらす存在であり続ける」との決意を込め
ました。
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今後の成⻑シナリオ今後の成⻑シナリオ
14,000 

12,000 

新たな成⻑機会
(次ページ参照)

2024年度業績⽬標
10,000 

既存ビジネスの成⻑/体質改善

2024年度業績⽬標
(対2019年度)

売上
3 000億円

6,000 

8,000 

既存ビジネスの成⻑/体質改善
 デバイス領域
アジアパシフィック市場での更なる成

⻑実現

+3,000億円
営業利益

+500億円*
4,000 

⻑実現
 ソリューション領域
他社との提携/M&Aを含めお客様業

務の効率化を実現するデジタルプラッ

+500億円*
* 富⼠フイルムとのシナジー
100億円を含む

営業利益率
2,000 

務 効率化 実現 タ ッ
トフォームを展開
⾃治体・ヘルスケア・⾦融・教育等の

業種向け提供価値強化

営業利益率
10%+
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 富⼠フイルムとのシナジー
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新たな成⻑機会新たな成⻑機会
FY24年売上成⻑額
(対FY19年)

OEMによるグローバル市場での機会獲得
 機器OEM供給

(対FY19年)

900億円900億円 機器OEM供給
 Xerography部材販売提携

900億円900億円

Documentにとらわれない新たな成⻑領域への進出 300億円300億円

⾰新的な新商品の市場導⼊ 200億円200億円

富⼠フイルムの販売網活⽤によりグロ バル市場展開

⾰新的な新商品の市場導⼊

100億円100億円

200億円200億円
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富⼠フイルムの販売網活⽤によりグローバル市場展開 100億円100億円



富⼠フイルムは ⽣み出しつづけます富⼠フイルムは、⽣み出しつづけます。

⼈々の⼼が躍る⾰新的な「技術」「製品」「サービス」を。

明⽇のビジネスや⽣活の可能性を拡げるチカラになるために。

経営企画部経営企画部 コーポレートコミュニケーション室コーポレートコミュニケーション室経営企画部経営企画部 コーポレートコミュニケーション室コーポレートコミュニケーション室
https://holdings.fujifilm.com/ja


